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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

は
じ
め
に

本
稿
は
、『
警
視
庁
統
計
書
』
を
も
と
に
、
明
治
半
ば
か
ら
大
正
時
代
に
お

け
る
演
劇
・
芸
能
の
状
況
を
数
値
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。特
に
、
当
該
時
期
に
お
け
る
劇
場
の
動
向
を
、
数
値
を
も
と
に
概
観
す
る
。

『
警
視
庁
統
計
書
』
に
よ
り
芸
能
の
観
客
の
動
向
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
す

で
に
倉
田
喜
弘
氏
（『
芝
居
小
屋
と
寄
席
の
近
代
─
「
遊
芸
」
か
ら
「
文
化
」
へ
』

〈
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
〉）
や
上
田
学
氏
（『
日
本
映
画
草
創
期
の
興
行
と
観
客

―
東
京
と
京
都
を
中
心
に
』〈
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
〉）
が
行
っ
て

い
る
。
上
田
氏
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
以
降
、
劇
場
や
寄
席
の
観

客
数
が
、
活
動
写
真
の
隆
盛
に
伴
い
減
少
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆

者
も
か
つ
て
、「
猛
優
の
時
代
―
小
芝
居
と
大
衆
娯
楽
」（
神
山
彰
編
『
忘
れ
ら

れ
た
演
劇
　
近
代
日
本
演
劇
の
記
憶
と
文
化
１
』〈
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
〉
所
収
）

に
お
い
て
、
倉
田
・
上
田
両
氏
の
手
法
に
学
ん
で
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年

ま
で
の
観
客
数
の
変
遷
を
追
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
調
査
の
対
象
を
広
げ
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
大
正
末
期
ま
で
を

範
囲
と
す
る
。
ま
ず
、
劇
場
・
寄
席
・
観
物
（
見
世
物
）・
活
動
写
真
（
映
画
）

と
い
う
各
芸
能
（
芸
能
の
場
）
の
全
体
的
動
向
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
各
劇

場
に
お
け
る
観
客
数
の
推
移
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
劇
場
が
当
時
の
観
客
を

最
も
多
く
集
め
た
の
か
を
示
す
。
そ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
進
め
る
た
め

の
土
台
と
し
た
い
。

一
、
明
治
～
大
正
に
お
け
る
東
京
の
劇
場
と
『
警
視
庁
統
計
書
』

（
一
）
法
令
の
確
認

明
治
時
代
に
施
行
さ
れ
た
東
京
の
劇
場
を
め
ぐ
る
法
令
を
年
代
順
に
簡
単
に

ま
と
め
、『
警
視
庁
統
計
書
』
に
お
け
る
数
値
を
見
て
行
く
前
提
と
し
た
い
（
１
）
。

江
戸
時
代
は
、
官
許
の
芝
居
小
屋
の
ほ
か
に
、
寺
社
境
内
や
広
場
に
お
い
て

「
宮
地
芝
居
」
が
存
在
し
て
い
た
。
維
新
後
も
官
許
の
江
戸
三
座
は
存
続
し
た

が
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
以
降
は
、
場
所
を
猿
若
町
に
限
定
せ
ず
、
東
京

《
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府
内
に
合
計
十
座
ま
で
の
劇
場
設
立
が
許
可
さ
れ
た
。

一
方
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
、
見
世
物
「
道ど
う

化け

踊お
ど
り」
が
興
行
を
許

可
さ
れ
た
。「
道
化
踊
」
と
は
名
目
で
、
実
態
は
歌
舞
伎
を
上
演
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
公
に
は
歌
舞
伎
を
演
じ
る
場
と
し
て

で
は
な
く
見
世
物
と
し
て
興
行
を
許
可
さ
れ
て
い
た
宮
地
芝
居
（
小
芝
居
）
の

あ
り
方
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
っ
た
。
小
芝
居
の
役
者
集
団
は
官
許
劇
場
（
大
芝

居
）
と
は
別
の
も
の
で
、
大
芝
居
か
ら
の
蔑
視
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
小
芝
居

は
、
櫓
や
花
道
、
引
幕
、
廻
り
舞
台
な
ど
の
設
置
が
許
可
さ
れ
な
い
な
ど
の
、

官
許
劇
場
と
差
別
化
す
る
制
限
を
幕
府
か
ら
課
さ
れ
た
上
で
、
ほ
ぼ
黙
認
の
体

で
存
続
し
た
。寺
社
境
内
の
振
興
な
ど
、
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

宮
地
芝
居
は
官
許
劇
場
よ
り
安
価
な
観
劇
料
で
寺
社
境
内
や
広
場
な
ど
で
興
行

を
行
い
、
格
は
低
い
が
、
庶
民
に
と
っ
て
距
離
的
に
も
心
理
的
に
も
身
近
な
芝

居
小
屋
だ
っ
た
。

道
化
踊
も
小
芝
居
の
こ
う
し
た
性
格
を
受
け
継
い
だ
。
設
備
に
は
制
限
が
あ

り
、
最
初
は
下
谷
と
深
川
に
限
っ
て
許
可
さ
れ
た
。

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
二
月
に
は
、
初
め
て
の
劇
場
に
関
す
る
法
令
で

あ
る
「
劇
場
取
締
規
則
」（
甲
第
二
号
）
が
公
布
さ
れ
、
こ
こ
で
東
京
府
内
の

劇
場
数
は
十
座
ま
で
と
限
定
さ
れ
た
。「
道
化
踊
」
に
関
し
て
も
、
同
年
三
月

に
、
今
後
そ
の
興
行
場
は
下
谷
二
長
町
・
芝
森
元
町
・
牛
込
赤
城
町
・
深
川
森マ

下マ

町
に
限
り
、
合
計
で
十
二
座
ま
で
設
立
を
許
可
さ
れ
る
、
と
定
め
ら
れ
た
ら

し
い
（
明
治
十
五
年
三
月
二
十
六
日
付
『
諸
芸
新
聞
』
六
十
六
号
）。

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
八
月
に
は
「
劇
場
取
締
規
則
」
が
改
定
さ
れ

（
警
察
令
第
十
四
号
）、
こ
れ
ま
で
「
劇
場
」
で
あ
っ
た
座
が
「
大
劇
場
」、「
道

化
踊
」
で
あ
っ
た
座
が
「
小
劇
場
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
定
数
は
十
座
、
十
二

座
と
定
め
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
以
来
、
公
的
に
は
歌
舞
伎
を
演
じ
る
場
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
小
芝
居
が
、
こ
こ
で
初
め
て
公
に
歌
舞
伎
を
上
演
す

る
「
劇
場
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
時
点
か
ら
を
扱
う
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
十
一
月
に
は
、「
演
劇
取
締
規

則
」
が
公
布
さ
れ
た
（
警
視
庁
令
第
四
十
一
号
）。
こ
こ
で
、「
大
劇
場
」「
小
劇

場
」
の
呼
称
は
廃
止
さ
れ
、
二
百
坪
以
上
の
劇
場
が
十
座
、
二
百
坪
未
満
の
劇

場
が
市
部
十
二
座
、
郡
部
五
座
ま
で
と
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
十
五

（
一
九
一
二
）
年
四
月
の
警
視
庁
令
第
十
五
号
に
よ
り
、
二
百
坪
未
満
の
劇
場

が
市
部
に
十
五
座
、
郡
部
に
八
座
と
改
正
さ
れ
（
二
百
坪
以
上
の
劇
場
の
数
は

変
わ
ら
ず
）、
認
可
さ
れ
る
劇
場
数
が
増
え
た
。

そ
の
他
、
寄
席
、
観
物
（
見
世
物
）、
活
動
写
真
に
つ
い
て
も
取
締
規
則
が

存
在
し
た
が
、
い
ま
、
そ
の
変
遷
や
経
緯
な
ど
は
省
略
す
る
。

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
に
は
、「
興
行
場
及
興
行
取
締
規
則
」
が
公

布
さ
れ
、
九
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
（
警
視
庁
令
第
十
五
号
）。
こ
の
規
則
は
、
演

劇
、
寄
席
、
観
物
場
（
見
世
物
）、
活
動
写
真
興
行
す
べ
て
を
包
括
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
規
則
以
前
に
あ
っ
た
「
演
劇
取
締
規
則
」
お
よ
び
、「
寄
席

取
締
規
則
」（
明
治
三
十
四
年
九
月
公
布
、
警
視
庁
令
第
五
十
八
号
）、「
観
物
場

取
締
規
則
」（
明
治
二
十
四
年
十
月
公
布
、
警
察
令
第
十
五
号
）、「
活
動
写
真
興

行
取
締
規
則
」（
大
正
六
年
七
月
公
布
、
警
視
庁
令
第
十
二
号
）
は
全
て
廃
止
さ

れ
た
。

右
の
規
則
に
お
い
て
「
興
行
場
」
と
は
、
観
覧
の
有
料
・
無
料
に
か
か
わ
ら

ず
、
演
劇
・
活
動
写
真
・
演
芸
ま
た
は
観
物
を
提
供
す
る
常
設
の
場
所
と
さ
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

れ
、
そ
の
数
は
無
制
限
と
な
っ
た
（
２
）
。
こ
の
規
則
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
二
）『
警
視
庁
統
計
書
』
と
は

本
稿
に
お
い
て
利
用
す
る
『
警
視
庁
統
計
書
』
は
、
東
京
に
お
け
る
警
察

統
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
代
に
よ
り
統
計
書
の
書
名
は
異
な
り
、
本

稿
の
範
囲
で
言
え
ば
、
明
治
二
十
三
年
は
『
警
視
庁
事
務
年
表
』、
明
治

二
十
四
・
二
十
五
年
は
『
警
視
庁
事
務
成
績
』、
明
治
二
十
六
年
以
降
は
『
警
視

庁
統
計
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。

こ
の
統
計
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
大
日
方
純
夫
氏
は
、「
警
察
機
構
そ
れ
自

体
に
か
か
わ
る
も
の
（
警
察
署
と
警
察
官
の
配
置
、
警
察
官
の
人
的
構
成
、
警
察

費
な
ど
）」
と
、「
警
察
の
機
能
に
か
か
わ
る
も
の
」
と
が
あ
り
、
か
つ
後
者
は

「
行
政
警
察
的
側
面
（
政
治
・
営
業
・
風
俗
・
衛
生
・
交
通
関
係
）」
と
「
司
法
警

察
的
側
面
（
犯
罪
検
挙
・
盗
難
・
事
故
関
係
）」
と
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
４
）
。

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
問
題
に
し
た
い
諸
興
行
の
統
計
の
項
目
と
数
値
は
、

「
風
俗
」
の
分
野
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
遊
郭
な
ど

の
取
締
と
同
様
に
、
出
版
や
興
行
は
「
善
良
の
風
俗
を
保
持
す
る
た
め
」
の

「
風
俗
警
察
」
の
取
締
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
（
５
）
。

以
下
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
統
計
の
項
目
と
数
値
に
つ
い
て
、
劇
場
、
寄
席
、

観
物
、
活
動
写
真
の
順
に
見
て
行
く
。
な
お
、
統
計
の
項
目
は
年
に
よ
り
多
少

異
な
っ
て
お
り
、
一
貫
し
て
同
じ
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い

が
、
本
稿
で
確
認
す
る
範
囲
で
は
問
題
な
い
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も

数
値
が
信
頼
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
検

証
の
手
立
て
を
持
た
な
い
た
め
、
掲
載
さ
れ
た
数
値
に
基
づ
い
て
見
て
い
き
た

い
（
６
）
。劇

場
に
関
し
て
は
、
お
よ
そ
共
通
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
に
お

け
る
各
劇
場
の
名
称
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
年
間
興
行
度
数
、
興
行
日
数
、
お

よ
び
観
客
数
、
さ
ら
に
そ
の
総
計
で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
以
降
、
東
京
の
劇
場
は
「
大
劇
場
」
と
「
小
劇
場
」
の
二
種

類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
警
視
庁
の
統
計
上
で
も
、
大

劇
場
と
小
劇
場
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
座
名
が
記
載
さ
れ
た
。
前
述
の
通
り
、

明
治
三
十
三
年
に
法
令
上
で
大
劇
場
と
小
劇
場
の
区
分
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

統
計
上
で
は
明
治
三
十
三
年
以
前
の
区
分
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
大
正
元

（
一
九
一
二
）
年
ま
で
は
大
・
小
を
区
別
し
て
い
る
。

観
客
数
の
数
値
は
明
治
二
十
三
年
に
は
記
載
が
あ
る
が
、
翌
二
十
四
年
と

二
十
五
年
に
は
な
く
（
寄
席
・
観
物
も
同
様
）、
明
治
二
十
六
年
以
降
は
毎
年

記
載
さ
れ
る
。
か
つ
、
二
十
六
年
以
降
は
、「
木
戸
」
と
「
一
幕
限
」
の
区
別

が
さ
れ
て
い
る
。「
一
幕
限
」
は
そ
の
名
の
通
り
で
一
幕
を
立
見
で
見
る
場
合

で
あ
る
。「
木
戸
」
と
は
も
と
も
と
劇
場
に
お
け
る
観
客
の
出
入
口
の
こ
と
を

指
し
、
観
客
は
「
木
戸
銭
」（
入
場
料
）
を
払
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
木
戸
銭
と

は
別
に
、
桟
敷
料
な
ど
が
か
か
っ
た
。「
木
戸
」
の
観
客
と
は
し
た
が
っ
て
、

座
席
を
確
保
し
観
劇
す
る
観
客
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
か
ら
は
、
木

戸
、
一
幕
限
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
日
平
均
の
観
客
数
も
座
ご
と
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
も
項
目
が
あ
る
が
、
煩
雑
な
た
め
省
略
す
る
（
７
）

。

寄
席
に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
警
察
署
毎
に
、
箇
所
数
（
営
業
者
数
）、
昼
夜

別
の
興
行
日
数
、
昼
夜
別
の
客
数
が
記
載
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
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観
物
場
（
見
世
物
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
述
の
明
治
二
十
四
年
十
月
警

察
令
第
十
五
号
「
観
物
場
取
締
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
も
の
が
「
観
物

場
」
の
範
疇
に
入
る
（
８
）
。

　
一
　�

角
觝
　
撃
剣
　
軽
業
　
手
品
　
足
芸
　
力
持
　
曲
馬
　
犬
芸
　
猿
芸

　
独
楽
廻
　
人
形
　
太
神
楽
　
倭
獅
子
　
パ
ノ
ラ
マ
　
其
他
諸
種
ノ

技
芸
動
物
等
ノ
類

　
一
　�

自
動
鉄
道
及
山
嶽
橋
梁
ノ
模
造
其
他
大
厦
高
楼
等
遊
覧
ニ
供
ス
ル
建

造
物
ノ
類

統
計
上
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
所
轄
の
警
察
署
毎
の
箇
所
、
興
行
日
数
、

入
場
人
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
常
設
・
仮
設
の
別
が
あ
る
。こ
の
観
物
場
の
範
疇
に
、

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
ま
で
は
、「
活
動
写
真
」
興
行
（
映
画
館
）
も
含
ま

れ
て
い
た
（
９
）
。

活
動
写
真
に
つ
い
て
は
、
大
正
五
年
以
降
か
ら
、
独
立
し
て
統
計
が
と
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
大
正
七
年
か
ら
は
「
活
動
写
真
興
行
及
路
上
観
物
興
行
人

警
察
署
別
」
の
統
計
表
が
掲
載
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
れ
は
前
年
の
大
正
六
年
七
月
に

「
活
動
写
真
興
行
取
締
規
則
」
が
公
布
、
八
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
統
計
の
項
目
は
基
本
的
に
観
物
場
の
項
目
と
同
じ
で
あ
る
。
大
正
七
年
に

は
、
統
計
上
、
フ
ィ
ル
ム
の
甲
種
・
乙
種
の
別
が
あ
っ
た
が
（
甲
種
は
十
五
歳

以
上
限
定
観
覧
用
、
乙
種
は
一
般
観
覧
用
）、
翌
大
正
八
年
に
は
そ
の
区
別
が
な

く
な
っ
た
ほ
か
、
一
日
一
箇
所
平
均
の
入
場
人
員
も
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
大
正
九
年
か
ら
は
昼
興
行
・
夜
興
行
の
区
別
が
さ
れ
て
数
値
が
掲

表 1-1　観客数の推移
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

載
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
か
ら
は
常
設
興
行
に
加
え
、
臨
時
興
行
に
つ
い
て
も

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
ま
ず
は
各
芸
能
の
観
客
数
の
推
移
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、

各
劇
場
に
お
け
る
観
客
数
を
見
て
い
き
た
い
。

二
、『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
見
る
観
客
数
の
推
移

（
一
）
明
治
二
十
三
年
～
大
正
年
間
の
観
客
数
の
推
移

表
１

−

１
は
、
明
治
二
十
三
年
以
降
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
ま
で
の

大
劇
場
・
小
劇
場
・
寄
席
・
観
物
場
・
活
動
写
真
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
客
数
の
推

移
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
劇
場
・
小
劇
場
の
観
客
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
木
戸
と
一
幕
限
の
観
客
数
を
合
計
し
た

（
（（
（

。
表
１

−

２
は
、
グ
ラ
フ
に
し
た

も
と
の
数
値
の
一
覧
表
で
あ
る
。「
−
」
は
数
値
記
載
な
し
を
示
す
。

ま
ず
、
こ
の
表
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

前
述
の
通
り
、
大
正
二
年
以
降
、
統
計
上
に
お
け
る
大
劇
場
と
小
劇
場
の
区

分
は
廃
止
さ
れ
た
。
表
１

−

１
、１

−

２
で
は
、
大
正
二
年
以
降
の
「
大
劇
場
」

は
、
大
正
元
年
ま
で
に
大
劇
場
と
さ
れ
て
い
た
劇
場
と
し
、
そ
れ
以
外
を
「
小

劇
場
」
と
し
て
、
数
値
を
計
算
し
た
。
た
だ
し
、
大
正
十
三
～
十
五
年
に
関
し

て
は
、
こ
の
基
準
を
適
用
す
る
と
、「
大
劇

場
」
に
帝
国
劇
場
、
歌
舞
伎
座
、
本
郷
座
、

市
村
座
の
み
が
含
ま
れ
、
そ
の
ほ
か
の
劇

場
（
邦
楽
座
や
新
橋
演
舞
場
な
ど
）
が
す
べ

て
「
小
劇
場
」
の
区
分
に
入
っ
て
し
ま
い
、

適
切
さ
に
欠
け
る
。

大
正
後
期
に
関
し
て
は
、
ほ
か
に
も
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
統
計
の
区
分
と
数
値
の

と
り
方
が
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

測
さ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
前
述
の
「
興
行
場

及
興
行
取
締
規
則
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

規
則
は
劇
場
、
寄
席
、
観
物
、
活
動
写
真
の

興
行
場
と
興
行
の
す
べ
て
を
取
り
締
ま
る
も

表 1-2　観客数の推移 一覧表

出典：�『警視庁事務年表』（明治 23 年）、『警視庁事務成績』 
（明治 24･25 年）、『警視庁統計書』（明治 26 ～大正
15 年）

単位：�万人。千の位以下切り捨て。劇場は木戸と一幕限の
観客の合計。寄席は昼夜の合計。観物場は常設と仮
設の合計。千の位以下切り捨て。
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の
で
あ
る
が
、
興
行
場
や
興
行
に
つ
い
て
は
、
規
則
の
な
か
に
以
下
の
よ
う
な

文
言
が
あ
る
（〔 

　
〕
内
と
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る

（
（（
（

）。

〔「
第
二
章
興
行
場
　
第
一
節
総
則
」
の
う
ち
〕

　
第
四
条
　�
本
令
ニ
於
テ
興
行
場
ト
称
ス
ル
ハ
料
金
ヲ
受
ク
ル
ト
否
ト
ヲ
問

ハ
ズ
演
劇
、
活
動
写
真
、
演
芸
又
ハ
観
物
ヲ
公
衆
ノ
観
覧
又
ハ

聴
聞
ニ
供
ス
ル
常
設
ノ
場
所
ヲ
謂
フ

　
第
五
条
　�

興
行
場
ヲ
分
チ
テ
劇
場
、
活
動
写
真
館
、
演
芸
場
及
観
物
場
ノ

四
種
ト
ス

　
　（
中
略
）

〔「
第
三
章
興
行
　
第
一
節
興
行
人
」
の
う
ち
〕

　
第
四
十
八
条
　�

本
令
ニ
於
テ
興
行
ト
称
ス
ル
ハ
料
金
ヲ
受
ク
ル
ト
否
ト
ヲ

問
ハ
ズ
演
劇
、
活
動
写
真
、
演
芸
又
ハ
観
物
ヲ
公
衆
ノ
観

覧
又
ハ
聴
聞
ニ
供
ス
ル
ヲ
謂
フ

　
　（
中
略
）

　
第
四
十
九
条
　�

興
行
ヲ
分
チ
テ
演
劇
興
行
、
活
動
写
真
興
行
、
演
芸
興
行

及
観
物
興
行
ノ
四
種
ト
ス

右
の
よ
う
に
、
こ
の
取
締
規
則
に
お
い
て
は
、
劇
場
と
観
物
場
は
従
来
通
り

の
名
称
だ
が
、
活
動
写
真
の
興
行
場
は
「
活
動
写
真
館
」、
寄
席
は
「
演
芸
場
」

に
変
わ
っ
た
。
こ
の
取
締
規
則
の
「
第
三
章
興
行
　
第
一
節
興
行
人
」
で
は
、

演
劇
興
行
や
活
動
写
真
興
行
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

（
丸
括
弧
内
は
、
原
文
で
は
割
書
）。

　
第
五
十
六
条

　�

演
劇
興
行
ハ
第
六
十
六
条
第
一
項
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
脚
本
ニ
依
ル
ニ
非

ザ
レ
バ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ

　�

劇
場
以
外
ノ
場
所
ハ
演
劇
興
行
（
大
道
具
其
ノ
他
之
ニ
類
ス
ル
可
動
的
書

割
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
演
劇
興
行
ヲ
除
ク
）
ノ
為
ニ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
　

但
シ
警
視
庁
ニ
於
テ
保
安
上
支
障
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ

ズ
　
第
五
十
七
条

　�

活
動
写
真
興
行
ハ
検
閲
規
則
第
二
条
ニ
依
リ
検
閲
ヲ
経
タ
ル
「
フ
ヰ
ル

ム
」
ニ
依
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ

　�

活
動
写
真
館
以
外
ノ
場
所
ハ
活
動
写
真
興
行
ノ
為
ニ
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ズ
　
但
シ
警
視
庁
ニ
於
テ
保
安
上
支
障
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限

ニ
在
ラ
ズ

右
の
通
り
、
演
劇
興
行
は
劇
場
で
、
活
動
写
真
興
行
は
活
動
写
真
館
で
の
み

認
め
ら
れ
る
、
と
ま
ず
は
規
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
演
劇
興
行
は
、
大
道
具
や

可
動
式
の
書
割
を
使
用
し
な
け
れ
ば
劇
場
で
な
く
て
も
興
行
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
警
視
庁
の
許
可
を
得
ら
れ
た
場
合
に
も
、
興
行
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

劇
場
で
な
く
と
も
、
活
動
写
真
館
や
演
芸
場
、
観
物
場
で
も
、
演
劇
興
行
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
活
動
写
真
興
行
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
警
視
庁
の
許

可
が
あ
れ
ば
、
活
動
写
真
館
以
外
で
も
興
行
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
演
芸
興
行
や
観
物
興
行
に
つ
い
て
の
場
所
の
規
定
は
こ
の
取
締
規
則
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

中
に
見
え
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
、
劇
場
で
も
活
動
写
真
館
で
も
、
演
芸
場
で

も
観
物
場
で
も
自
由
に
興
行
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
大
正

十
年
以
降
は
、
劇
場
、
活
動
写
真
館
、
演
芸
場
、
観
物
場
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
、
演
劇
・
活
動
写
真
・
演
芸
・
観
物
の
興
行
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
（
（（
（

。さ
ら
に
言
え
ば
、
統
計
の
項
目
の
表
記
が
、
大
正
十
年
前
後
に
以
下
の
よ

う
に
変
化
し
た
こ
と
も
、
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、「
劇
場
累
年
比
較
」、

「
劇
場
興
行
日
数
及
観
客
箇
所
別
」、「
劇
場
興
行
日
数
及
観
客
月
別
」
と
い
う
、

「
劇
場
」
を
冠
し
て
い
た
統
計
の
項
目
が
、
大
正
九
年
以
降
、「
劇
場
」
の
箇
所

が
す
べ
て
「
演
劇
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（「
演
劇
累
年
比
較
」、「
演

劇
興
行
日
数
及
観
客
箇
所
別
」、「
演
劇
興
行
日
数
及
観
客
月
別
」）。
さ
ら
に
、
大

正
十
一
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
「
寄
席
累
年
比
較
」、「
寄
席
興
業
（
行
）
日
数
及

入
場
人
員
警
察
署
別
」、「
寄
席
興
行
日
数
及
入
場
人
員
月
別
」
と
な
っ
て
い
た

項
目
が
、「
演
芸
累
年
比
較
」「
演
芸
興
業
（
行
）
行
日
数
入
場
人
員
警
察
署
別
」

（
二
つ
の
統
計
を
併
せ
た
と
思
わ
れ
る
）
に
表
記
が
変
更
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、「
劇
場
」
か
ら
「
演
劇
」
へ
、「
寄
席
」
か
ら
「
演
芸
」
へ
と
、
場

所
か
ら
芸
能
の
内
容
を
指
し
示
す
表
記
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
劇
場
や
寄
席
と
い
っ
た
「
興
行
場
」
に
お
け
る
興
行
日
数
や
入
場
人
員
の

統
計
か
ら
、「
演
劇
」「
演
芸
」
と
い
っ
た
「
内
容
」
ご
と
の
興
行
日
数
や
入
場

人
員
の
統
計
へ
と
変
化
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
現
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
と

は
推
測
で
あ
り
、
確
実
に
「
内
容
」
ご
と
の
数
値
の
算
出
と
い
う
方
法
に
変

わ
っ
た
、
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
項
目
の
名
称
が
変
わ
っ
て
も
、
相

変
わ
ら
ず
興
行
場
ご
と
に
数
値
を
出
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
劇
場
」「
寄
席
」「
観
物
場
」
な
ど
の
「
興
行
場
所
」
ご
と
に
統
計
を
と
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
演
劇
」「
演
芸
」「
見
世
物
」「
活
動
写
真
興
行
」
な
ど
の
、

「
内
容
」
ご
と
に
統
計
を
と
っ
た
の
か
、
表
１

−

１
、１

−

２
の
大
正
九
年
以
降

は
基
準
が
不
明
確
で
あ
り
、
こ
の
表
は
異
な
る
基
準
の
数
値
を
つ
な
げ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
大
正
九
年
以
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
表
に
お
い
て
は
「
劇

場
」（
大
劇
場
・
小
劇
場
）「
寄
席
」「
観
物
場
」
と
い
う
興
行
場
所
に
お
け
る
観

客
数
の
数
値
を
比
較
で
き
る
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
行
場
に
お
い
て
何
を
上

演
し
て
い
た
か
、
何
が
ど
れ
だ
け
観
客
を
集
め
た
か
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。

大
正
十
年
の
「
興
行
場
及
興
行
取
締
規
則
」
施
行
以
前
に
お
い
て
も
、
劇
場

で
は
演
芸
（
寄
席
芸
）
や
見
世
物
興
行
も
可
能
で
あ
っ
た
し
、
映
画
も
上
演
さ

れ
て
い
た
（
（（
（

。
一
方
で
寄
席
や
見
世
物
に
お
い
て
、
演
劇
を
上
演
す
る
こ
と
は
厳

し
く
取
り
締
ま
り
を
受
け
た
が
、
活
動
写
真
興
行
に
お
け
る
「
連
鎖
劇
」
で

は
、
上
演
時
間
や
大
道
具
・
鬘
な
ど
に
制
限
が
あ
り
つ
つ
も
、
実
演
を
交
え
て

い
た
（
（（
（

。
つ
ま
り
、
劇
場
だ
か
ら
必
ず
演
劇
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、
見
世
物
だ
か

ら
演
劇
以
外
の
見
世
物
興
行
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
確

認
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
表
１

−

１
、１

−

２
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
、
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
含
め
、
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

・�

お
よ
そ
明
治
四
十
年
以
降
、「
観
物
場
」
の
数
値
が
増
大
し
て
い
く
。
こ

れ
は
、
活
動
写
真
興
行
が
観
物
場
に
含
ま
れ
る
た
め
で
、
活
動
写
真
の
数
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値
が
独
立
し
て
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
観
物
場
と
活
動
写
真
の
数
値
が

入
れ
替
わ
る
。

・�「
活
動
写
真
興
行
」
が
ほ
か
の
興
行
物
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
観
客
を
集
め

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。既
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
グ
ラ
フ
か
ら
、

そ
の
観
客
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・�

活
動
写
真
の
隆
盛
と
と
も
に
小
劇
場
・
寄
席
の
観
客
数
が
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
よ
り
減
少
し
た
。

・�

一
方
で
、
大
劇
場
の
入
場
者
数
は
さ
ほ
ど
変
化
せ
ず
、
小
劇
場
に
比
べ
れ

ば
安
定
し
て
い
た
。

・�

大
正
四
年
か
ら
七
年
の
小
劇
場
観
客
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
大
正
七

年
の
活
動
写
真
観
客
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
正
七

年
の
活
動
写
真
の
観
客
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、

前
年
に
施
行
さ
れ
た
「
活
動
写
真
興
行
取
締
規
則
」
の
影
響
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
（
（（
（

。

・�

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
数
値
が
異
常
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
同
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
八
月
ま
で
通
常
の
興
行
が
あ
っ
た
が
、
震
災
の
影

響
で
、
各
劇
場
と
も
数
値
を
計
上
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
、
統
計
表
に
数

値
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
劇
場
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
二
）
観
客
数
か
ら
見
る
各
劇
場

で
は
次
に
、
焦
点
を
劇
場
に
絞
り
、
ど
の
よ
う
な
劇
場
が
観
客
を
集
め
て
い

た
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

表
２
は
年
ご
と
に
、
木
戸
、
一
幕
限
そ
れ
ぞ
れ
の
観
客
数
を
単
純
に
足
し
た

場
合
の
、
観
客
数
が
多
い
劇
場
を
、
上
位
か
ら
下
位
へ
並
べ
た
も
の
で
あ
る

（
（（
（

。

各
劇
場
名
の
右
の
数
字
は
、
観
客
数
で
あ
る
（
単
位

：

千
人
）。
色
の
つ
い
て

い
る
劇
場
が
、
統
計
上
「
大
劇
場
」
の
範
囲
に
入
る
劇
場
で
あ
る
。

表
３

−

１
は
年
間
の
木
戸
と
一
幕
限
を
合
計
し
た
観
客
数
を
、
年
間
の
興
行

日
数
で
割
っ
た
、
一
日
あ
た
り
の
平
均
観
客
数
を
比
較
し
、
上
位
の
劇
場
か
ら

下
位
へ
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
表
３

−

２
は
、
表
３

−

１
に
お
け
る
各
年
の
一

位
の
劇
場
を
抜
き
出
し
、
そ
の
一
日
あ
た
り
の
平
均
観
客
数
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
（
単
位

：

人
）。

表
２
と
表
３

−

１
、３

−

２
と
を
比
較
し
て
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
一
日
平

均
の
観
客
数
で
言
え
ば
、
明
治
年
間
は
特
に
、
歌
舞
伎
座
ほ
か
の
大
劇
場
の
観

客
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
も

そ
も
、
大
劇
場
と
小
劇
場
は
観
客
の
収
容
人
員
が
異
な
る
。
杉
浦
善
三
編
『
俳

優
明
鑑
』（
演
芸
倶
楽
部
、
明
治
四
十
二
〈
一
九
〇
九
〉
年
）
に
よ
れ
ば
、
大
劇

場
に
あ
た
る
歌
舞
伎
座
の
定
員
は
一
八
〇
〇
人
、
明
治
座
は
一
三
八
〇
人
、
東

京
座
は
一
六
〇
〇
人
、
本
郷
座
は
一
八
七
〇
人
、
市
村
座
は
一
二
〇
〇
人
、
新

富
座
は
一
七
〇
〇
人
、
有
楽
座
（
（（
（

は
八
〇
〇
人
で
あ
る
。
小
劇
場
に
あ
た
る
宮
戸

座
は
七
〇
〇
人
、
真
砂
座
は
一
一
二
二
人
、
演
伎
座
は
九
二
八
人
、
寿
座
は

一
二
六
四
人
、
国
華
座
は
一
〇
八
八
人
　
深
川
座
は
一
〇
〇
〇
人
、
開
盛
座

は
一
〇
八
〇
人
、
柳
盛
座
は
一
一
〇
〇
人
、
三
崎
座
は
一
一
二
三
人
で
あ
る

（
常
盤
座
は
記
載
な
し
）。
平
均
す
る
と
、
大
劇
場
は
一
四
七
八
人
、
小
劇
場
は

一
〇
四
五
人
で
あ
る
。

小
劇
場
は
、
そ
の
少
な
い
収
容
人
員
の
な
か
で
、
興
行
日
数
を
多
く
し
、
ま
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

た
、
一
日
に
昼
夜
の
二
回
興
行
を
行
う
こ
と
な
ど
で
観
客
数
を
増
や
す
工
夫

を
し
て
い
た
。
昼
夜
二
回
興
行
は
、
明
治
三
十
一
年
八
月
の
開
盛
座
や
明
治

三
十
二
年
七
月
の
寿
座
な
ど
か
ら
見
ら
れ
は
じ
め
、
明
治
三
十
三
年
以
降
、
開

盛
座
、
宮
戸
座
、
演
伎
座
と
い
っ
た
座
が
、
年
間
の
う
ち
数
ヶ
月
を
昼
夜
興
行

に
し
て
い
る
（
（（
（

。
明
治
三
十
五
年
の
柳
盛
座
は
ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
昼
夜
興
行
を

行
っ
て
お
り
、
開
盛
座
、
宮
戸
座
、
常
盤
座
な
ど
も
昼
夜
興
行
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
る
。
明
治
三
十
七
年
か
ら
四
十
二
年
の
『
警
視
庁
統
計
書
』
で
は
、
一

日
に
昼
夜
二
回
の
興
行
を
し
た
場
合
に
「
二
日
」
と
数
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
措
置
を
さ
れ
て
い
る
の
は
柳
盛
座
、
宮
戸
座
、
常
盤
座
で
（
明
治
四
十
一

年
は
柳
盛
と
宮
戸
、
四
十
二
年
は
宮
戸
と
常
盤
の
み
）、
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
座

は
、
当
該
時
期
の
年
間
の
興
行
日
数
が
三
六
五
日
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
。

で
は
次
に
、
表
２
に
基
づ
き
、
観
客
数
で
上
位
に
位
置
す
る
劇
場
に
つ
い
て

言
及
し
た
い
。
な
お
、
各
劇
場
の
上
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
宮
麒
一
『
歌
舞

伎
・
新
派
・
新
国
劇
　
上
演
年
表
　
第
六
版
（
明
治
元
年
～
平
成
十
八
年
）』

（
私
家
版
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
明
治
年
間
を
通
し
て
、
観
客
数
の
上
位
を
柳
盛
座
、

開
盛
座
、
宮
戸
座
、
常
盤
座
、
三
崎
座
と
い
っ
た
、「
道
化
踊
」（
小
芝
居
）
の

系
譜
を
引
く
小
劇
場
が
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
舞
伎
座
や
東
京
座
と

い
っ
た
大
劇
場
も
上
位
、
た
と
え
ば
上
か
ら
三
位
以
内
に
見
え
る
年
が
あ
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

柳
盛
座
は
下
谷
区
向
柳
原
一
丁
目
（
現
・
台
東
区
浅
草
橋
五
丁
目
）
に
存
在

し
た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
に
開
場
し
た
道
化
踊
の
座
か
ら
、
小

劇
場
と
な
っ
た
。
三
代
目
中
村
翫
右
衛
門
（
一
九
〇
一
―
一
九
八
二
）
が
自
伝

『
人
生
の
半
分
』（
上
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
年
）
で
、
父
中
村
梅
雀
（
の
ち

二
代
目
翫
右
衛
門
）
が
座
頭
を
し
て
い
た
柳
盛
座
の
こ
と
を
詳
し
く
回
想
し
て

い
る
。
柳
盛
座
で
は
、
明
治
三
十
年
代
半
ば
以
降
、
昼
興
行
で
梅
雀
ら
の
歌
舞

伎
を
、
夜
興
行
で
新
派
を
舞
台
に
か
け
て
い
た
。
こ
の
劇
場
に
は
、「
二
銭
団

洲
」
と
あ
だ
名
さ
れ
、
九
代
目
市
川
團
十
郎
そ
っ
く
り
の
芸
で
有
名
だ
っ
た
坂

東
和
好
（
又
三
郎
）
も
出
て
い
た
。

こ
こ
で
言
う
開
盛
座
は
柳
盛
座
の
近
く
、
浅
草
区
七
軒
町
（
現
・
台
東
区
元

浅
草
一
丁
目
）
に
あ
っ
た
座
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
三
月
に

開
場
し
た
大
和
座
と
い
う
小
劇
場
が
改
名
を
経
て
開
盛
座
と
な
っ
た
。
渥
美
清

太
郎
（
一
八
九
二
―
一
九
五
九
）
は
開
盛
座
に
し
ば
し
ば
通
っ
て
大
衆
向
け
の

多
く
の
作
品
を
堪
能
し
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
（
（（
（

。
座
頭
の
坂
東
飛
鶴
は
地
芸

も
ケ
レ
ン
も
踊
り
も
う
ま
か
っ
た
と
い
う
。
大
正
七
年
に
生
ま
れ
た
伊
藤
経
一

氏
は
、
地
元
の
開
盛
座
の
大
正
・
昭
和
初
期
の
様
子
を
ま
と
め
て
い
る
（
（（
（

。
表
２

か
ら
わ
か
る
通
り
、
開
盛
座
は
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
の
七
年

間
、
年
間
観
客
数
の
一
位
と
な
る
劇
場
だ
が
、
田
村
成
義
『
続
々
歌
舞
伎
年
代

記
　
乾
』（
市
村
座
、
一
九
二
二
年
）
や
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）
に
は
名
前
の
出
て
こ
な
い
劇
場
で
あ
る
。

常
盤
座
は
浅
草
公
園
第
六
区
、
宮
戸
座
は
同
第
七
区
に
あ
っ
た
劇
場
で
、
そ

れ
ぞ
れ
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
十
月
、
十
一
月
に
開
場
し
た
道
化
踊
の
座

が
前
身
で
あ
る
。
表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
宮
戸
座
は
明
治
三
十
年
代
後
半

か
ら
大
正
初
年
に
か
け
て
、
多
く
の
観
客
を
惹
き
つ
け
た
が
、
そ
れ
は
四
代

目
沢
村
源
之
助
（
一
八
五
九
―
一
九
三
六
）
や
七
代
目
沢
村
訥
子
（
一
八
六
〇
―

一
九
二
六
）
ら
の
芸
と
人
気
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
（
（（
（

。
四
代
目
中
村
芝
翫
や
市
村
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家
橘
（
の
ち
の
十
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
）
な
ど
、
大
芝
居
の
役
者
も
時
折
出

演
し
た
。
常
盤
座
で
は
明
治
三
十
年
代
半
ば
以
降
、
水
野
好
美
（
一
八
六
三
―

一
九
二
八
）
ら
の
新
派
を
か
け
て
、
人
気
を
博
し
て
い
る
。

三
崎
座
は
神
田
区
三
崎
町
三
丁
目
一
番
地
（
現
・
千
代
田
区
三
崎
町
二
丁

目
）
に
あ
り
、
松
本
錦
糸
（
一
八
五
四
―
？
）
ら
女
役
者
の
一
座
に
よ
る
芝
居

で
有
名
だ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
以
降
、
四
十
三
年
ま
で
し
ば
し
ば
観
客
層
数

上
位
三
位
ま
で
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
人
気
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
丸
の
内
に
帝
国
劇
場
が
開
場
す
る
と
、
こ

う
し
た
小
劇
場
人
気
を
中
心
と
し
た
情
勢
が
変
化
す
る
。
帝
国
劇
場
は
、
震
災

前
ま
で
ほ
ぼ
常
に
、
観
客
総
数
で
も
上
位
に
位
置
す
る
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
か
ら
七
（
一
九
一
八
）
年
に
か
け
て
は
、
連
鎖
劇

を
舞
台
に
か
け
て
い
た
劇
場
が
上
位
に
見
え
る
。
こ
の
頃
は
連
鎖
劇
が
も
っ
と

も
流
行
し
て
い
た
頃
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
１

−

１
、１

−

２
で
見
た
と

お
り
、
小
劇
場
全
体
の
観
客
数
が
大
正
四
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
増
加
し
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
連
鎖
劇
の
流
行
は
小
芝
居
の
興
行
を
救
う
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
か
で
あ
る
（
（（
（

。

そ
の
他
わ
か
る
こ
と
と
し
て
、
大
正
六
年
以
降
、
急
激
に
劇
場
の
数
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
横
田
洋
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
（（
（

。

�

　
ま
た
、
大
正
六
年
頃
を
境
に
演
劇
・
映
画
な
ど
興
行
に
関
す
る
当
局
の
取

り
締
ま
り
の
方
針
が
徐
々
に
変
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
、
浅
草
公
園
六
区
に
は

劇
場
は
常
磐
座
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
公
園
劇

場
・
観
音
劇
場
な
ど
新
し
い
劇
場
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

表 2　 年間総観客数（木戸＋一幕限）による順位

出典：表 1-2 に同じ。

観客数：単位千人。百の位以下は切捨、色つきは大劇場。
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こ
う
し
て
、
大
正
六
年
以
降
は
新
し
い
劇
場
が
増
加
し
た
。
大
正
七
年
以

降
、
浅
草
に
で
き
た
、
新
し
い
、
規
模
の
大
き
い
劇
場
が
観
客
数
の
上
位
を
占

め
る
。
ま
た
、
浅
草
オ
ペ
ラ
や
、
喜
劇
の
流
行
も
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
大

正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
金
龍
館
は
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ
ン
』
を
初
演
し
て
い

る
が
、
そ
の
年
の
観
客
総
数
で
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
金
龍
館
は
明
治
四
十
四

年
に
開
場
し
て
お
り
、
こ
の
年
以
前
、
大
正
八
年
か
ら
オ
ペ
ラ
を
上
演
し
て
い

る
が
、
大
正
十
年
ま
で
は
統
計
表
に
は
「
劇
場
」
と
し
て
名
前
が
あ
が
っ
て
い

な
か
っ
た
。
大
正
十
一
年
に
初
め
て
劇
場
と
し
て
統
計
表
に
現
れ
る
の
で
、
開

場
以
降
大
正
十
年
ま
で
は
、
観
物
場
（
活
動
写
真
館
）
ま
た
は
演
芸
場
の
区
分

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
（（
（

。

ま
た
、
大
正
九
年
か
ら
十
一
年
の
観
音
劇
場
（
浅
草
公
園
六
区
に
存
在
）
は

総
観
客
数
で
一
位
、
二
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
曽
我
廼
家
五
九
郎

の
喜
劇
と
新
派
を
上
演
し
て
い
た
。
震
災
後
に
観
客
数
が
一
位
で
あ
っ
た
世
界

館
劇
場
や
金
龍
館
は
、
喜
劇
を
舞
台
に
か
け
て
い
た
。

新
し
い
娯
楽
の
登
場
と
流
行
が
統
計
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
正
十
年
前
後
か
ら
、
統
計
の
と
り
方
が
変
化
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
統
計
に
現
れ
た
こ
と
と
、
現
実
の
様
相
と
が
一

致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
年
代
毎
に
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

三
、
ま
と
め

明
治
四
十
二
年
の
柳
盛
座
に
つ
い
て
、
三
代
目
中
村
翫
右
衛
門
は
以
下
の
よ

う
に
振
り
返
る
（
（（
（

。

　�

こ
の
こ
ろ
柳
盛
座
は
と
み
に
観
客
の
足
が
う
す
く
な
っ
た
。
夜
芝
居
に
書

生
芝
居
を
掛
け
た
が
、
少
し
ず
つ
か
た
む
き
か
か
っ
た
経
済
力
を
盛
返
す

だ
け
の
力
は
な
か
っ
た
。
活
動
写
真
！
そ
う
い
う
強
敵
が
そ
ろ
そ
ろ
足
も

と
の
方
か
ら
襲
っ
て
く
る
気
配
に
な
っ
た
し
、
交
通
の
便
が
開
け
て
く
る

と
浅
草
や
盛
り
場
、
は
て
は
中
芝
居
、
大
芝
居
へ
客
足
が
む
い
て
ゆ
く
、

こ
う
な
る
と
場
所
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
上
野
広
小
路
を
ひ
か
え
、
浅

草
を
ひ
か
え
、
つ
い
眼
の
前
に
市
村
座
を
ひ
か
え
、
開
盛
座
を
ひ
か
え
て
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

表 3-1　一日平均観客数による順位

出典：表 1-2 に同じ。

色つきは大劇場。
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い
る
。

小
芝
居
の
系
譜
を
引
く
小
劇
場
は
、
庶
民
に
身
近
な
娯
楽
で
あ
っ
た
が
ゆ
え

に
、
流
行
に
強
く
左
右
さ
れ
た
。
庶
民
に
身
近
と
い
う
点
で
は
寄
席
も
同
様
で

あ
る
。
活
動
写
真
の
隆
盛
に
加
え
、
右
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
交
通
網
の
発
達
に

よ
り
、
こ
う
し
た
娯
楽
は
距
離
的
な
利
点
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か

る
。
時
代
と
と
も
に
現
れ
る
変
化
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
芸
能
や
劇
場
に
関
す
る
統
計
の
数
値
か
ら
、
明
治
後
半
か

ら
大
正
ま
で
の
芸
能
の
全
体
的
動
向
を
追
っ
た
。

多
く
の
観
客
を
集
め
て
い
た
劇
場
が
、
何
を
上
演
し
て
観
客
を
惹
き
つ
け
て

い
た
の
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て
詳
細
に
見
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
統
計
の
数
値
に
つ
い
て
も
、
一
応
の
基
準
は
示
せ
た
と
考
え
る
が
、
慎

重
に
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
付
記
】

　
引
用
資
料
は
、
活
字
を
現
行
字
体
に
改
め
、
適
宣
、
濁
点
・
句
読
点
・
一
字
あ
け
を
施

し
た
。

　
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
二
十
八
日
の
、
国
際
高
等
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
ア
ジ
ア
古
典
演
劇
の
「
伝
統
」
と
「
近
代
」
―
「
伝
統
」
の
相
対
化
と
「
文
化
」
の
動

態
把
握
の
試
み
」
に
お
け
る
筆
者
の
報
告
「
明
治
末
期
か
ら
大
正
へ
の
小
芝
居
を
め
ぐ
っ

て
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
時
に
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。
口
頭
発
表
か
ら
本
稿
執
筆
ま
で
か
な
り
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
小
芝

居
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
数
値
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
意
味
が
あ
ろ
う
か
と
考
え

た
。

注（
１
）�　
以
下
、
明
治
三
十
三
年
ま
で
の
東
京
の
劇
場
を
め
ぐ
る
法
令
や
江
戸
時
代
の
小
芝

居
、
お
よ
び
見
世
物
「
道
化
踊
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
―

小
芝
居
の
時
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

表 3-2　一日平均観客数が最も多い劇場

出典：表 1-2 に同じ。

単位 : 人
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明
治
後
期
か
ら
大
正
へ
の
劇
場
を
め
ぐ
っ
て
―
『
警
視
庁
統
計
書
』
か
ら
―

（
２
）�　
倉
田
喜
弘
・
林
淑
姫
『
近
代
日
本
芸
能
年
表
』
上
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
三
年
）

参
照
。

（
３
）�　
本
稿
で
は
、
以
下
に
よ
り
『
警
視
庁
事
務
年
表
』、『
警
視
庁
事
務
成
績
』、『
警
視

庁
統
計
書
』
を
参
照
し
た
。『〈
明
治
／
前
期
〉
警
視
庁
・
大
阪
府
・
京
都
府
　
警
察

統
計
』〔
第
二
期
〕（
柏
書
房
、
一
九
八
六
年
）。
警
視
庁
編
『
警
視
庁
統
計
書
』（
明

治
二
十
四
年
～
大
正
十
五
年
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
七
～
一
九
九
九
年
）。
ほ
か
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
も
、『
警
視
庁
統
計
書
』
を
閲
覧
し

た
。

（
４
）�　
大
日
方
純
夫
「
資
料
解
題
」（『〈
明
治
／
前
期
〉
警
視
庁
・
大
阪
府
・
京
都
府
　
警

察
統
計
』〔
第
二
期
〕
１
（
柏
書
房
、
一
九
八
六
年
）。

（
５
）�　「
風
俗
警
察
」（『
法
律
用
語
辞
典
』
第
四
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）、Japan 

know
ledge

に
よ
り
閲
覧
。

（
６
）�　
統
計
上
の
数
値
に
明
ら
か
に
不
審
が
あ
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま

ず
、
明
治
三
十
三
年
一
月
の
市
村
座
の
幕
見
の
数
値
が
興
行
日
数
十
九
日
に
対
し

て
一
九
九
〇
〇
人
と
多
す
ぎ
る
点
。
一
日
平
均
の
計
算
で
は
幕
見
が
一
〇
四
名
と
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
九
九
〇
人
の
誤
り
と
み
な
し
た
。
ま
た
、
大
正
二
年
の
品

川
座
の
幕
見
の
数
値
が
、
興
行
日
数
九
日
に
対
し
て
八
九
一
二
人
と
多
い
。
た
だ
こ

ち
ら
は
一
日
平
均
の
幕
見
の
値
が
九
九
〇
人
と
さ
れ
、
計
算
上
合
致
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
十
年
の
明
治
座
の
木
戸
の
観
客
数
が
、

五
六
八
三
九
一
〇
人
と
、
ほ
か
の
劇
場
よ
り
一
桁
多
い
莫
大
な
数
字
に
な
っ
て
い
る
。

一
日
平
均
の
木
戸
の
観
客
数
も
、
こ
の
数
字
を
興
行
日
数
の
二
一
三
日
で
割
っ
た
数

字
で
あ
る
二
六
六
八
五
人
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
正
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
一
日
に
木
戸
の
観
客
が
二
六
六
八
五
人
入
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
こ
の

時
の
明
治
座
の
定
員
は
、
も
し
明
治
四
十
二
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
（
出
典

は
本
文
参
照
）、
一
三
八
〇
人
で
あ
る
。
二
六
六
八
五
人
は
定
員
の
十
九
倍
で
あ
る
。

こ
の
年
、
明
治
座
は
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
『
キ
ッ
ド
』

を
上
映
し
て
お
り
、
浪
花
節
や
歌
劇
な
ど
も
上
演
す
る
ほ
か
、
年
間
を
通
し
て
歌
舞

伎
、
新
派
、
新
国
劇
を
上
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
木
戸
の
観
客
数

が
多
す
ぎ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
誤
り
と
み
な
し
、
大
正
十
年
の
明
治
座
の
木

戸
の
観
客
数
を
五
六
八
三
九
一
人
で
計
算
し
た
。

（
７
）�　
劇
場
累
年
比
較
（
五
年
分
の
一
覧
表
）
や
、
月
別
の
劇
場
興
行
日
数
お
よ
び
観
客

数
な
ど
。

（
８
）�　『
警
視
庁
令
類
纂
　
第
三
版
』（
明
治
二
十
五
年
三
月
刊
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
９
）�　
横
田
洋
「
連
鎖
劇
の
興
行
と
そ
の
取
り
締
ま
り
―
東
京
に
お
け
る
事
例
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
二
五
、二
〇
〇
八
年
三
月
）、
上
田
学
『
日
本
映
画
草
創

期
の
興
行
と
観
客
―
東
京
と
京
都
を
中
心
に
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二

年
）。

（
10
）�　「
観
物
場
」
の
項
目
は
な
く
な
り
、
活
動
写
真
以
外
の
常
設
の
観
物
場
に
つ
い
て

は
、「
寄
席
興
行
日
数
及
入
場
人
員
月
別
」
の
表
に
注
記
の
形
で
所
轄
警
察
署
別
の
箇

所
と
日
数
、
入
場
人
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
大
正
七
年
か
ら
十
二
年
ま
で

で
あ
る
。
本
文
の
通
り
、「
路
上
観
物
興
行
人
」
に
つ
い
て
は
数
値
が
記
載
さ
れ
る
が
、

路
上
で
は
な
い
も
の
、
つ
ま
り
常
設
の
建
物
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
、
特
に
項
目
が

立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
常
設
の
見
世
物
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
活
動
写
真
興
行
場

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
な
お
、
路
上
観
物
と
は
縁
日
の
見
世
物
の
こ
と
で
あ
る

（
明
治
二
十
四
年
『
警
視
庁
事
務
成
績
』）。

（
11
）�　
明
治
二
十
八
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
、
劇
場
の
興
行
日
数
と
観
客
数
を
記
載
し
た

表
に
注
記
し
て
、
郡
部
に
お
け
る
劇
場
・
寄
席
以
外
の
興
行
場
で
の
「
演
芸
」「
演
劇
」

「
観
物
」
の
興
行
度
数
、
興
行
日
数
、
観
客
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ

の
数
値
は
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
正
十
五
年
の
統
計
で
は
、
木
戸
と
一

幕
限
の
区
別
が
な
く
、
昼
興
行
・
夜
興
行
の
別
が
あ
る
。

（
12
）�　『
加
除
自
在
　
警
視
庁
令
全
書
』（
大
日
本
行
政
学
会
、
一
九
三
八
年
）
よ
り
引
用

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
閲
覧
し
た
。

（
13
）�　
倉
田
氏
・
林
氏
注（
２
）
前
掲
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）�　
横
田
氏
前
掲
論
文
お
よ
び
、
上
田
氏
前
掲
書
六
三
頁
参
照
。
上
田
氏
に
よ
れ
ば
日

露
戦
争
期
の
映
画
興
行
は
劇
場
で
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
寄
席
で
も
映
画
は
上
演
さ

れ
て
い
た
。
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（
15
）�　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
横
田
氏
前
掲
論
文
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）�　
本
文
で
も
述
べ
た
が
大
正
六
年
七
月
の
「
活
動
写
真
興
行
取
締
規
則
」
に
お
い
て
、

フ
ィ
ル
ム
が
甲
種
（
十
五
歳
以
上
限
定
観
覧
用
）・
乙
種
（
一
般
観
覧
用
）
と
さ
れ
、

年
齢
制
限
の
な
い
乙
種
の
映
画
を
作
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
興
行
主
た
ち
は
規
則
の
施

行
延
期
や
甲
乙
フ
ィ
ル
ム
の
選
別
廃
止
を
訴
え
て
警
視
庁
に
陳
情
し
た
と
い
う
（
横

田
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
）。
こ
の
と
き
、
映
画
興
行
の
収
入
が
激
減
し
た
と
い
う
記
事

も
あ
る
（
大
正
六
年
八
月
七
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』）。

（
17
）�　
木
戸
の
み
、
あ
る
い
は
一
幕
限
の
み
の
観
客
数
で
考
え
る
と
、
当
然
な
が
ら
順
位

は
異
な
る
。
一
幕
限
の
観
客
数
は
、
多
く
の
劇
場
で
は
木
戸
の
観
客
数
よ
り
少
な
い

た
め
、
順
位
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
一
幕
限
の
観
客
数
の
ほ
う
が
多
い
劇

場
も
あ
り
、
た
と
え
ば
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
二
年
の
市
村
座
や
宮
戸
座
な
ど
が

あ
て
は
ま
る
。
そ
の
こ
と
は
表
に
反
映
で
き
て
い
な
い
。

（
18
）�　
有
楽
座
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月
、
数
寄
屋
橋
近
く
に
て
開
場
し
た
。
興
味
深
い

こ
と
に
、
明
治
四
十
一
年
・
四
十
二
年
の
『
警
視
庁
統
計
書
』
で
は
、
小
劇
場
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。
規
模
か
ら
す
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

四
十
三
年
か
ら
は
大
劇
場
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
劇
場
に
先
駆
け
て
建
設
さ
れ

た
洋
風
劇
場
で
あ
り
、
ま
た
、
新
劇
運
動
の
拠
点
と
も
な
っ
た
と
い
う
そ
の
劇
場
の

性
格
に
よ
り
、
大
劇
場
に
分
類
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
四
十
一
年
と

四
十
二
年
の
有
楽
座
の
統
計
上
の
数
値
は
、
小
劇
場
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

（
19
）�　
小
宮
麒
一
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇
　
上
演
年
表
　
第
六
版
（
明
治
元
年
～
平

成
十
八
年
）』（
私
家
版
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
20
）�　
渥
美
清
太
郎
「
緞
帳
も
の
が
た
り
」（『
演
劇
界
』
一
九
四
九
年
二
月
）。

（
21
）�　
伊
藤
経
一
『
大
正
・
昭
和
初
期
の
浅
草
芸
能
』（
文
芸
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
22
）�　
拙
稿
「
猛
優
の
時
代
―
小
芝
居
と
大
衆
娯
楽
」
参
照
。

（
23
）�　
横
田
洋
氏
は
連
鎖
劇
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
新
派
や
歌
舞
伎
の
一

部
に
は
連
鎖
劇
の
流
行
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
命
脈
を
保
て
た
俳
優
や
一
座
が
多
く

あ
っ
た
。
映
画
と
演
劇
は
連
鎖
劇
を
通
し
て
お
互
い
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
」

（
横
田
氏
「
連
鎖
劇
と
そ
の
変
容
─
興
行
資
料
に
み
る
大
正
期
の
映
画
と
演
劇
の
関

係
」〈
神
山
彰
編
『
忘
れ
ら
れ
た
演
劇
　
近
代
日
本
演
劇
の
記
憶
と
文
化
１
』
森
話
社
、

二
〇
一
四
年
〉
所
収
）。
小
芝
居
の
観
客
数
の
推
移
を
見
て
も
、
的
確
な
指
摘
だ
と
考

え
る
。

（
24
）�　
横
田
氏
注
（
9
）前
掲
論
文
参
照
。
横
田
氏
は
続
け
て
、
警
視
庁
の
取
り
締
ま
り
の

中
心
的
な
対
象
が
、
影
響
力
の
拡
が
っ
た
映
画
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。

（
25
）�　
金
龍
館
で
は
大
正
三
年
ご
ろ
か
ら
曽
我
廼
家
五
九
郎
の
喜
劇
を
舞
台
に
か
け
て
い

た
。
喜
劇
は
劇
場
で
な
く
と
も
上
演
で
き
た
も
の
か
。

（
26
）�　
中
村
翫
右
衛
門
『
人
生
の
半
分
』
上
、
五
二
頁
。


